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第 254 回 例会 

2018年 11月 28日 13:00～ 

■司  会 林 功 例会運営・司会委員 

■斉  唱 手に手つないで 

■出席報告 出席者数 24 名 / 38 名 

 出 席 率 63.15 % 

 前々回修正出席率 78.94 % 

■ゲ ス ト 田嶋好博パストガバナー 

名古屋北ＲＣ会長 当

クラブ名誉会員 

水野吉紹 名古屋北ＲＣ会長代理 

当クラブ名誉会員 

朝倉淳一 北ＲＣ幹事 

山口剛史 北ＲＣ会員 

小川孝司 北ＲＣ会員 

■ビジター  
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田嶋好博様 

卓話をさせていただきます。 

※ 多額のご寄付いただきました。 

水野吉紹様 

久しぶりの例会参加させていただきます。 

朝倉淳一様 

本日よろしくお願いいたします。 

竹内祐子会長 

名古屋北ＲＣ、水野会長代理、朝倉幹事はじ

め、会員の皆様ご参加ありがとうございます。 

田嶋先生、卓話よろしくお願いいたします。 

安井忠戦略委員長 

※ 多額のご寄付いただきました。 

久しぶりに田嶋パストガバナーの卓話をいただ

き勉強させてもらいます。また、当クラブ会員安

藤君が 11月 21日に蒲郡信用金庫の総会にて

理事に昇進されました。おめでとうございます。 

荒山久美委員長 

田嶋先生卓話よろしくお願いいたします。 

伊藤喜子会員 

ものすごーく久しぶりに例会に出席させていた

だいた記念に… 皆様どうぞよいお年を！！ 

 

会 長 挨 拶 

皆様こんにちは 

本日は名古屋北 RCの水野会長代理、朝倉幹事、

山口さん,小川さん例会ご参加ありがとうござ

います。先日はアイリスが分区内交流というこ

とで４名お世話になりました。大変、勉強に又

参考にさせて頂く事ヒントを頂きました。北

RC さんの子クラブとしてアイリスもまだまだ

未熟ではありますが、本日は楽しんでいってく

ださい。今回は、田島先生にもお忙しい中、お

越しいただき卓話をおお願いしております。よ

ろしくお願い致します。 

 
また、皆様にはメールでご紹介いたしました

が、北 RC フィンランドからの青少年交換学生

さんのホストファミリーの件（H31/2～6 月）

是非ご検討お願い致します。地区大会でお見掛

けいたしましたが中々の好青年で日本語が話

せて、成城高校に通われてるそうです。そして

もう一つ来年 4/18 第１０回チャリチィーゴル

フの件、毎年「ロータリー希望の風奨学金」へ

の支援寄付を目的に行っております。是非ご参

加ご協力お願いします。 
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12/3.4社会奉仕ももう目の前に迫っています。

参加人数の調整・子供たちへの感染リスクの対

応・タイムスケジュール等々、委員長はじめ委

員の皆様、何なりとお申し付け頂き、そして、

会員の皆様のご協力お願い致します。 

小話 

水野北ＲＣ会長代理より、今回 2名の北ＲＣ

新入会員を他クラブ見学のため同行してきた

ことをはじめに、一言お話がありました。 

 

 
 

卓 話 

名古屋アイリスＲＣ創立の経緯 

■ 名古屋北ロータリークラブ 

会長 田嶋好博パストガバナー 

 

私は、当地区の 2010～11年度のガバナーで

すが、2010～11年度がどんな年であったかと

言いますと２０１０年に中日ドラゴンズと名

古屋グランパスが優勝しました。２０１１年の

３月に東日本大震災が発生しました。 

  私の所属する名古屋北ロータリークラブの

存在する名古屋市の歴史の古いクラブは、いず

れも女性会員を受け入れておらず、当分このよ

うな状態が続くと思われました。また女性会員

を受け入れているクラブでも、会員数において

女性会員の占める割合は低いのが現状でした。 

  それを解決するために女性会員だけのクラ

ブを作ってはと考えたのが始まりです。 

  その前に私のロータリー観についてお話し

します。私はロータリークラブとは氷山のよう

なものだと考えています。 

氷山は水面下に膨大な氷がありますが、その

部分はロータリーの会員に対する社会的信用

と考えているのです。 

そう考えると性的差別は無意味です。ロータ

リーの議論は海面から出た僅かな部分に関す

るものが中心で、最も大切である水面下の部分

に触れないことは如何かと考えています。 

  実はガバナーエレクトの時地区の拡大委員

会の杉浦委員長（岡崎ロータリークラブ）と相

談して、名古屋と岡崎を中心とする三河地区に

女性だけのロータリークラブを作ることにし

ましたが、早々に杉浦委員長から三河地区でク

ラブ作りは「難しいが、岡崎から４～５名の会

員を入会させることができるから、交通の便利

な場所を例会場にして欲しい」との話がありま

した。 

そのため名古屋駅を中心に例会場を探して

いた結果がこのホテルに行きついたのです。岡

崎からの参加者は、その後無理をお願いするの

ではと考えてお拒りしました。 

  二つの女性だけのクラブを作るという構想

は一つになってしまいましたが、私は２０１０

年秋に盛田和昭パストガバナーに相談し、賛同

を得た上で、地区諮問委員会で発表いたしまし

た。出席者の誰からも反対の意見がなくパスト

ガバナー全員の賛同を得ました。 

その話が直ぐに東京に伝わり司葉子さんか

ら盛田和昭パストガバナーに女性だけでは、会

員増強とクラブ運営が難しいので男性も会員

にした方がよいとのアドバイスを頂き、早速男

女半々のクラブを目指すことにいたしました

が、その後も女性だけのクラブとの情報が一人

歩きしたり、直前にＲＩが新クラブの会員数を

２０名から２５名に増員したこともあり、新ク

ラブの結成に２年半もの時間が掛かることに

なりました。 

  私は、名古屋北ロータリークラブをスポンサ

ークラブとせず特別代表も任命せず、私と私の

年度地区幹事水野吉紹の二人で地区拡大委員

会の協力の下で新クラブの結成をはかること

にいたしました。   

新クラブは１０名位の方がすぐ集まりまし

たが、その後は１人入ると１人退会することの

繰り返しで、なかなか進展しませんでした。 

その間に思い出に残る話がありました。一つ

はあるパストガバナーからクラブの会員を移

籍させようかとのお話がありました。有難いお

話で、そうなればそのクラブがスポンサークラ

ブになってくれるのではないかと考えました

が、移籍する方にご迷惑をお掛けするのではな

いかと考え辞退しました。 

もう一つは名古屋の有名な企業の奥様に入

会をお勧めしたところ、興味を示され入会を内
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諾されました。ところがご子息から「お母さん

が入会されれば、色々な役職をしなければなら

ないと思うが、いい加減なことは出来ません

よ」と釘を刺されお拒りの返事がありました。

この二つの入会が実現していれば、今どんなク

ラブになっていただろうかと思います。 

  
 

 新クラブの結成は、ガバナーがスポンサーク

ラブと特別代表を決定して始まるのが通常の

方法で、私は、２０１２年名古屋北ロータリー

クラブをスポンサークラブに選定すべくクラ

ブに打診しました。クラブには子クラブといえ

ども女性会員の入会に強硬に反対する会員が

多数いましたが、理事会は（１）スポンサーク

ラブから新クラブに創立会員を出さない（２）

新クラブに資金援助はしないとの条件で協力

する旨の決議を行いました。 

  この決議は、名古屋北ロータリークラブが、

以前に結成した名古屋葵ロータリークラブの

場合でも創立会員を出していないこと、２０１

０年頃クラブの財政状況が良くなかったこと、

新クラブに反対する会員が多数居たことを考

えると止むを得ない決議かと思いました。 

  新クラブは、当然女性会員を積極的に受け入

れることにしましたが、思いもしない方から反

対の動きがありました。ソロプチニストで話題

となり、会員拡大のライバルとされることもあ

ったようでした。私はソロプチニストとは会員

層が違うと思っていましたから驚きました。ま

たロータリー内部からは会員の奥さんからの

反対の意見を多く聞き驚きました。その後女性

会員の問題は、現在に至るまでの間に大きく変

化し、現在では反対意見が少なくなり、名古屋

クラブも女性会員が入会するようになりまし

た。 

  もう一つの特徴の一業種一会員制について

は、新クラブが結成された後、改めてそれを評

価する話を耳にしました。ただ今年１１月１９

日開催された規定審議会の打合せ会で、ＲＩ理

事会が職業分類を無くしてしまう提案をして

いることを知りました。この提案が規定審議会

で承認されると職業分類がなくなり、一業種一

会員制もなくなります。 

新クラブへの入会を説得した際、新しい仲間

ができることやロータリークラブが楽しいこ

とを述べても余り良い反応はありませんでし

た。それよりロータリークラブの職業奉仕につ

いての考えを説明し、職業上の地位を確立させ

た上で余力でいいので社会に貢献しようと説

得した方が有効であったような気がします。 

  新会員の教育は、２ヶ月に１回、その後毎月

１回、更に毎週１回勉強会を開催し多くのパス

トガバナーに講演を頂きました。 

  私の年度と松前ガバナーの年度はそんな具

合でのんびりやって来たのですが、千田ガバナ

ー年度はＲＩ会長が田中作次さんで、その任期

中にぜひ新クラブの創立を間に合わせて欲し

いとの要請があり、地区の拡大委員会との協議

の結果、分区が別ですが西名古屋分区の名古屋

栄ロータリークラブの会員で拡大委員会の委

員の八神基氏に入会の上ご指導頂くことにな

りました。また名古屋港ロータリークラブの元

会員であった三木庸行さんにも入会頂き会員

の増強に尽力頂きました。その結果３０名のチ

ャーターメンバーでＲＩ第２７６０地区の８

３番目のクラブとして創立されることになり

ました。田中作次さんがＲＩ会長時代に承認さ

れた最後のクラブになりました。 

  スポンサークラブはその段階で名古屋北ロ

ータリークラブとし、特別代表に同クラブの会

員の浦野三男さんにお願いしました。 

  特別代表は当然私が勤めるものと皆様考え

られていたのですが、私が引き受けなかった理

由は、いよいよクラブが出来上がる時盛田パス

トガバナーから「ガバナー経験者は、一クラブ

のためではなく地区のために色々な役目を果

たさなくてはならないので、一クラブのための

特別代表は受けない方が良い」とアドバイスを

され、それに従ったためであることをお話しし

ておきます。 

  名古屋アイリスロータリークラブが、通常の

クラブと違うのはガバナーや歴代パストガバ

ナーの皆様の賛同と協力によって作られたこ
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と、分区を越えたクラブの協力で作られたクラ

ブであることです。そのため名古屋アイリスロ

ータリークラブは、なにかと地区の皆様の注目

を集めるクラブであり、この立場は今も変わり

ません。 

  会員の皆様が以上のクラブが創立された経

緯を理解して頂き、益々立派なクラブとして発

展されるよう心からお祈りして卓話を終わり

たいと思います。   

以  上 

（原文掲載） 

 

 

田嶋会長を囲んでの記念撮影！ 

 

 

 

 

 

 

 


